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ま
え
が
き

　
皆
さ
ん
は
、
学
校
の
授
業
で
古
典
を
学
ん
で
―
と
く
に
文
法
を
―
、
首
を
か
し
げ
た
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
学
ん
だ
と
お
り
に
現
代
語
訳
し
た
の
に
、
市
販
の
訳
本
と
は
同
じ
訳
に
な
ら
な
い
こ
と
に
。
あ
る
い
は
、
文
法
の
知
識
を
頭
に
詰

め
込
ん
だ
は
ず
な
の
に
、
直
訳
す
ら
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
に
。

　
単
語
や
背
景
的
な
知
識
の
量
に
よ
っ
て
読
解
の
能
力
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
、
長
年
、
教
壇
に
立
ち
古
文
を
教
え
て
き
た
身
と

し
て
、「
訳
す
力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
文
法
、
と
い
う
も
の
を
日
々
探
求
す
る
中
で
、
本
書
が
生
ま
れ
た
。
　

　
本
書
は
、
ま
ず
は
高
校
で
学
ん
だ
古
典
文
法
の
演
習
問
題
か
ら
は
じ
め
、
一
般
的
な
参
考
書
に
あ
る
よ
う
な
基
礎
的
な
内
容
の
お

さ
ら
い
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
た
。
そ
し
て
、
訳
す
た
め
の
具
体
的
な
知
識
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
や
文
法
項
目
が
先
学
で
ど
の

よ
う
に
唱
え
ら
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、「
講
義
」
で
学
べ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。「
発
展
」
で
は
、
初
学
者
か
ら
専
門
家
へ
の
橋

渡
し
と
し
て
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
内
容
を
用
意
し
た
。

　
読
者
と
し
て
、
大
学
の
専
攻
で
古
典
語
を
学
ぶ
方
や
、
古
典
作
品
を
扱
う
方
（
学
問
の
分
野
的
に
は
「
日
本
語
学
」「
日
本
文
学
」
で
括
ら
れ

る
）
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
国
語
教
員
の
方
（
あ
る
い
は
教
員
を
目
指
す
方
）、
古
典
に
興
味
が
あ
っ
て
学
び
な
お
し
た
い
方
な
ど
が
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
し
て
新
鮮
に
感
じ
て
く
だ
さ
る
の
な
ら
、
喜
ば
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
　
　

　　
本
書
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
私
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
國
學
院
大
學
の
先
生
方
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
方
に
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
特
に
、
細
や
か
な
確
認
や
、
新
し
い
情
報
提
供
を
い
た
だ
い
た
國
學
院
大
學
教
授
の
吉
田
永
弘
氏
、

高
知
大
学
准
教
授
の
北
﨑
勇
帆
氏
、
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
の
梅
村
玲
美
氏
に
は
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
く
ろ
し
お

出
版
の
薮
本
祐
子
氏
に
は
面
倒
を
か
け
る
ば
か
り
で
、
こ
こ
に
お
名
前
を
記
す
こ
と
で
、
感
謝
の
一
端
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
四
年
　
十
月
十
日

�

紙
尾 

康
彦
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凡
　
例

◉
古
文
か
ら
の
用
例
に
つ
い
て

　�
・�
用
例
に
つ
い
て
は
、
小
学
館
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
新
編�

日
本
古
典
文
学
全
集
』（
以
下
、「
新
全
集
」
と
す
る
）
か
ら
採
取
し
た
。
表
記
は
適
宜

改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
出
典
の
表
示
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
ア
　�「
新
全
集
」
に
お
い
て
、
そ
の
作
品
が
一
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
「
作
品
名
」「
頁
」「
行
」
の
順
番
で
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
例
：
更
級
日
記
279
・
5

　
　
　
イ
　�「
新
全
集
」
に
お
い
て
、
そ
の
作
品
が
二
冊
以
上
に
渡
っ
て
い
る
も
の
は
「
作
品
名
」「
巻
名
」「
頁
」「
行
」
の
順
番
で
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
例
：
源
氏
物
語
・
桐
壺
44
・
1

　
　
　
　
　
※�

な
お
、『
今
昔
物
語
集
』
と
『
狭
衣
物
語
』
は
、
巻
名
（
説
話
名
）
の
代
わ
り
に
（「
新
全
集
」
の
巻
数
で
は
な
く
）
実
際
の
巻
数
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
例
：
今
昔
物
語
集
・
巻
二
九
377
・
14

　
・�

和
歌
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
集
』『
古
今
集
』『
新
古
今
集
』
は
「
新
全
集
」
の
歌
番
号
を
付
し
、
そ
の
他
の
和
歌
は
『
新
編�

国
歌
大
観
』（
角
川
書

店
刊
）
の
歌
番
号
を
付
し
た
（
な
お
、『
古
今
集
』
の
仮
名
序
は
「
頁
」「
行
」
を
示
し
た
）。

　
・�

用
例
に
は
で
き
る
だ
け
現
代
語
訳
を
付
し
た
。
本
書
の
趣
旨
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
な
め
ら
か
な
訳
」（
意
訳
）
よ
り
「
直
訳
」
を
優
先
し
た
（「
新
全

集
」
の
訳
を
採
用
し
て
い
な
い
も
の
も
多
い
）。

◉「
講
義
」「
発
展
」
で
扱
っ
た
書
籍
・
論
文
に
つ
い
て

　�

出
典
情
報
に
つ
い
て
、
原
則
、
該
当
箇
所
に
逐
一
記
す
形
と
し
、
再
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
ち
ら
の
方
だ
け
を
挙
げ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
引
用

に
際
し
て
は
、
適
宜
、
旧
字
体
か
ら
新
字
体
へ
の
表
記
変
更
、
傍
線
・
傍
点
等
の
強
調
を
施
し
た
り
、（
　
）
で
補
っ
た
り
し
た
所
が
あ
る
。

◉
時
代
表
記
に
つ
い
て

　�

時
代
表
記
を
行
う
際
、
以
下
の
「
　
」
の
よ
う
に
示
す
場
合
が
あ
る
。
対
応
す
る
お
お
よ
そ
の
時
代
区
分
を
示
す
。

　「
上
代
」
…
奈
良
時
代
　
　「
中
古
」
…
平
安
時
代
　
　「
中
世
」
…
鎌
倉
・
室
町
時
代
　
　「
近
世
」
…
江
戸
時
代
　
　「
近
代
」
…
明
治
時
代
以
降
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ま
え
が
き
・
凡
例

第
一
講
　
五
十
音
図
と
い
ろ
は
歌
・
仮
名
遣
い
と
読
み
方...................................................

1

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

2

　
　
　
　
　
　
発
展
一
　
文
字
の
獲
得
　

4
／
発
展
二
　
五
十
音
図
と
い
ろ
は
歌
　

5

　
　
　
　
　
　
発
展
三
　
ハ
行
転
呼
　

6
／
発
展
四
　
母
音
の
連
続
に
よ
る
長
音
化
　

7

第
二
講
　
文
節
と
品
詞................................................................................................................................................................................

9

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

11

　
　
　
　
　
　
発
展
一
　
文
節
　

15
／
発
展
二
　
連
文
節
　

16
／
発
展
三
　
品
詞
　

17

第
三
講
　
活
用
と
活
用
形......................................................................................................................................................................
18

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

19

　
　
　
　
　
　
発
展
　
活
用
と
活
用
形
の
歴
史
　

21

第
四
講
　
動
詞
総
論..........................................................................................................................................................................................

22

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

23

　
　
　
　
　
　
発
展
　
動
詞
概
説
　

26　

　 目
　
次

第
五
講
　
動
詞
各
論
１
―
正
格
活
用
― 

...........................................................................................................................

28

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

30

第
六
講
　
動
詞
各
論
２
―
一
段
活
用
― 

...........................................................................................................................

32

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

33

第
七
講
　
動
詞
各
論
３
―
変
格
活
用
― ............................................................................................................................

34

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

36

　
　
　
　
　
　
発
展
　
ラ
変
「
あ
り
」
の
扱
わ
れ
方
　

37

第
八
講
　
動
詞
各
論
４
―
音
便
・
補
助
動
詞
・
自
動
詞
と
他
動
詞
― ..............................................

39

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

40

第
九
講
　
形
容
詞
１..........................................................................................................................................................................................

43

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

45

　
　
　
　
　
　
発
展
　
形
容
詞
の
歴
史
　

47

第
十
講
　
形
容
詞
２
―
語
幹
の
用
法
・
音
便
・
特
殊
な
形
容
詞
― 

.......................................................

49

　
　
　
　
講
義...............................................................................................................................................................................................................

50

自
分
で
読
む
た
め
の
　
基
礎
　
日
本
古
典
語
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第
十
一
講
　
形
容
動
詞.................................................................................................................................................................................

53

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

54

　
　
　
　
　
　
　 

発
展
　
形
容
動
詞
の
定
義
と
立
場
　

56

第
十
二
講
　
助
動
詞
総
論.......................................................................................................................................................................

58

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

60

　
　
　
　
　
　
　 

発
展
　
助
動
詞
概
説
　

63

第
十
三
講
　
助
動
詞
各
論
１

　
　
　
　
　
―
未
然
形
に
付
く
助
動
詞
①
「
る
・
ら
る
・
す
・
さ
す
・
し
む
」
― 
......................

65

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

66

　
　
　
　
　
　
　 

発
展
　「
る
・
ら
る
・
す
・
さ
す
・
し
む
」　
71

第
十
四
講
　
助
動
詞
各
論
２

　
　
　
　
　
―
未
然
形
に
付
く
助
動
詞
②
「
む
ず
・
む
・
ず
・
じ
・
ま
し
・
ま
ほ
し
」
―

　
　
　
　
　.........................................................................................................................................

72

　
　
　
　
　
講
義....................................................................................................................................................................................................
73

　
　
　
　
　
　
　  

発
展
　「
む
・
ま
し
」　
79

第
十
五
講
　
助
動
詞
各
論
３

　
　
　
　
　
―
連
用
形
に
付
く
助
動
詞
「
き
・
け
り
・
つ
・
ぬ
・
た
り
・
け
む
・
た
し
」
―

　
　
　
　
　............................................................................................................................................

81

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

83

　
　
　
　
　
　
　  

発
展
　
時
制
　

88

第
十
六
講
　
助
動
詞
各
論
４

　
　
　
　
　
―
終
止
形
に
付
く
助
動
詞
「
ま
じ
・
め
り
・
な
り
・
ら
む
・
ら
し
・
べ
し
」
―

　
　
　
　
　.........................................................................................................................................................................................................

91

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

94

　
　
　
　
　
　
　 

発
展
一
　「
な
り
」
伝
聞
・
推
定
小
考
　

99

　
　
　
　
　
　

　 

発
展
二
　「
ら
む
」
は
な
ぜ
終
止
形
接
続
な
の
か
　

99

第
十
七
講
　
助
動
詞
各
論
５

　
　
　
　 

―
連
体
形
な
ど
に
付
く
助
動
詞
「
な
り
・
た
り
・
ご
と
し
」・
変
則
的
な
接
続
の

助
動
詞
「
り
」
― 

........................................................................................................

101

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

103

　
　
　
　
　
　
　 

発
展
　
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
　
106

第
十
八
講
　
助
詞
総
論
・
助
詞
各
論
１
―
格
助
詞
― 

...................................................................................

109

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

112

　
　
　
　
　
　
　 

発
展
一
　
助
詞
の
分
類
　
117
／
発
展
二
　「
が
・
の
」　
118

第
十
九
講
　
助
詞
各
論
２
―
接
続
助
詞
― 

........................................................................................................................

120

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

122

　
　
　
　
　

第
二
十
講
　
助
詞
各
論
３
―
係
助
詞
― 

...............................................................................................................................

128

　
　
　
　
　
講
義......................................................................................................................................................................................................

130

　
　
　
　
　

第
二
十
一
講
　
助
詞
各
論
４
―
副
助
詞
・
終
助
詞
・
間
投
助
詞
―..........................................................

138

　
　
　
　
　
　
講
義.............................................................................................................................................................................................

140
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第
二
十
二
講
　
敬
語
総
論
―
敬
意
の
方
向
に
よ
る
分
類
―......................................................

149

　
　
　
　
　
　
講
義.............................................................................................................................................................................................

151

　
　
　
　
　
　
　
　  

発
展
　
接
頭
語
「
御
」
と
丁
寧
語
「
ま
す
」
の
歴
史
　
156

第
二
十
三
講
　
敬
語
各
論
―
二
方
面
へ
の
敬
意
・
敬
意
の
高
低
・
謙
譲
語
Ⅱ
類
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

......................................................................................................................................

157

　
　
　
　
　
　
講
義.............................................................................................................................................................................................

160

　
　
　
　
　
　
　
　  

発
展
　 『
敬
語
の
指
針
』に
お
い
て「
美
化
語
」と
い
う
項
目
を
立
て
た
理
由
　
163

第
二
十
四
講
　
敬
語
各
論
―
最
高
敬
語
・
絶
対
敬
語
・
自
敬
表
現
― 

.................................

164

　
　
　
　
　
　
講
義.............................................................................................................................................................................................

167

第
二
十
五
講
　
紛
ら
わ
し
い
語
の
識
別.................................................................................................................................

170

　
　
　
　
　
　
講
義.............................................................................................................................................................................................

176

別
冊
：
演
習
問
題
　
解
答
・
解
説



BOOK SAMPLE  ©Kurosio Publishers

第
五
講

第
四
講

第
三
講

第
二
講

第
一
講

1

五
十
音
図
と
い
ろ
は
歌
・
仮
名
遣
い
と
読
み
方

	
第
一
講	

五
十
音
図
と
い
ろ
は
歌
・
仮
名
遣
い
と
読
み
方

1	

五
十
音
図
を
平
仮
名
と
片
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

あ

ア

2	

次
の
【　

】
に
適
語
句
を
補
い
な
さ
い
。

五
十
音
図
の
縦
の
列
（
あ
い
う
え
お
・
か
き
く
け
こ
…
）
を
【　
　
　

】

と
言
い
、
横
の
列
（
あ
か
さ
た
な
…
・
い
き
し
ち
に
…
）
を
【　
　
　

】
と

言
う
。
し
た
が
っ
て
、「
に
」
は
【　
　
　

】
の
【　
　
　

】
に
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

3	

「
や
・
ら
・
シ
・
ツ
・
ヲ
」
を
正
し
い
書
き
順
・
正
し
い
字
体
で
書
き
な

さ
い
。	

【　
　
　

】【　
　
　

】【　
　
　

】【　
　
　

】【　
　
　

】

4	

「
い
ろ
は
歌
」
の
次
の
【　

】
に
適
切
な
文
字
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
入

れ
な
さ
い
。

い
ろ
【　

 

】
に
ほ
【　

 

】
と　
　

ち
り
ぬ
る
【　

 

】

色
【　

 

】
匂
【　

 

】
ど　

散
り
ぬ
る
【　

 

】

わ
か
よ
た
れ
そ　

つ
ね
な
ら
【　

 

】

我
が
世
誰
そ　

常
な
ら
【　

 

】

う
【　

 
】
の
お
く
や
ま　

け
【　

 

】
こ
【　

 

】
て
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有
為
の
奥
山　

今
日
越
【　

 

】
て

あ
さ
き
ゆ
め
み
し　
【　

 

】【　

 

】
も
せ
す

浅
き
夢
見
じ　

酔
【　

 

】
も
せ
ず

5	

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
た
次
の
①
〜
⑮
の
語
の
読
み
を
、
現
代
仮

名
遣
い
の
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

①
あ
は
れ
な
り
【　
　
　
　
　
　

】

②
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ふ
【　
　
　
　
　
　
　
　

】

③
お
ま
へ
【　
　
　
　

】　

④
に
ほ
ふ
【　
　
　
　

】

⑤
を
み
な
へ
し
【　
　
　
　
　
　

】　

⑥
ゑ
ん
ず
【　
　
　
　

】

⑦
あ
ぢ
き
な
し
【　
　
　
　
　
　

】　

⑧
い
う
な
り
【　
　
　
　
　

】

⑨
え
う
な
し
【　
　
　
　
　

】　

⑩
さ
う
ざ
う
し
【　
　
　
　
　
　

】

⑪
を
か
し
【　
　
　
　

】　

⑫
て
ふ
て
ふ
【　
　
　
　
　
　

】

⑬
け
ふ
【　
　
　
　

】　

⑭
く
も
ゐ
【　
　
　
　

】

⑮
ち
ゆ
う
し
う
の
月
【　
　
　
　
　
　
　

】
の
月

6	

次
の
文
章
を
読
み
【　

】
に
適
語
句
を
補
い
な
さ
い
。

「
手
水
」
と
い
う
語
は
、「
て
み
づ
」
と
書
い
て
、
も
と
は
そ
の
よ
う

に
読
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
て
み
づ
」
の
「
み
」
の
部

分
が
、
お
そ
ら
く
「
ん
」
と
い
う
音
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
「
う
」

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
て
う
づ
」
と
書
か
れ
【　
　
　
　
　

】
と
読

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
兄
人
」
も
「
せ
ひ
と
」
と
書
い
て
、

そ
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
ひ
」
の
部
分
が
「
う
」

と
い
う
音
に
な
っ
た
た
め
に
「
せ
う
と
」
と
書
か
れ
【　
　
　
　
　

】

と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

講
義

一
、「
平
仮
名
」
の
成
立

平
仮
名
は
、
漢
字
を
く
ず
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
楷
書
と
は
異
な
る
書
き

順
の
も
の
も
あ
る
が
、
も
と
の
漢
字
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
あ
」
か
ら
順
に
も
と
に
な
っ
た
漢
字
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

安　

以　

宇　

衣　

於　
　

加　

幾　

久　

計　

己　
　

 

左　

之　

寸　

世　

曽　
　

太　

知 

＊
洲　

天　

止

奈　

仁　

奴　

祢　

乃　
　

波　

比　

不　
＊
部　

保　
　

末　

美　

武　

女　

毛　
　

也　

●　

由　

     

●　           

与

良　

利　

留　

礼　

呂　
　

和　

為　
●　

恵　

遠

な
お
、
＊
を
付
し
た
「
洲
」
は
一
般
的
に
は
「
川
」
を
あ
て
る
。
し
か
し
、

「
川
」
と
い
う
文
字
に
「
つ
」
と
い
う
読
み
は
な
い
。
意
味
的
に
「
津
」
と
同
じ

だ
か
ら
「
川
」
を
あ
て
た
な
ど
と
い
う
説
も
あ
る
よ
う
だ
が
、「
つ
」
と
い
う
音
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第
五
講

第
四
講

第
三
講

第
二
講

第
一
講

3

五
十
音
図
と
い
ろ
は
歌
・
仮
名
遣
い
と
読
み
方

を
持
た
な
い
文
字
が
「
つ
」
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
古
代
の

「
さ
」
の
発
音
は
「
ツ
ァ（
tsa
）」
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、「
す
」
も

同
じ
子
音
だ
と
す
る
と
、「
洲
」
は
「
ツ
」
と
発
音
し
て
い
て
、
そ
れ
が
残
り
、

「
洲
」
を
「
つ
」
に
あ
て
た
と
考
え
る
説
が
合
理
的
な
の
で
、
こ
こ
で
は
「
洲
」　

を
採
る
。

●
の
部
分
（
ヤ
行
の
イ
と
エ
、
ワ
行
の
ウ
）
は
、
も
と
は
、

［ji］  

［je］
（

［j］
は
、
ヤ
行
の
音
）、

［wu］
の
発
音
で
あ
り
、
ア
行
と
異
な
る
発
音
で
あ
っ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
文
献
資
料
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
古
く
か
ら
ア
行
の
「
イ
・
エ
・

ウ
」
と
同
じ
文
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
青せ

い

谿け
い

書し
ょ

屋お
く

本ぼ
ん

『
土
佐
日
記
』（
藤
原
為
家

が
、
貫
之
自
筆
本
を
忠
実
に
写
し
た
と
い
う
識
語
を
持
つ
）
で
は
、
ヤ
行
の
「
エ
」（
た
と
え

ば
「
見
え
ず
」
の
「
え
」）
を
「
へ
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
、
為
家
が
ヤ
行
の
「
エ
」

を
表
す
「
江
」
の
く
ず
し
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
池い

け

田だ

亀き

鑑か
ん

は
考
え
、
ヤ

行
の
「
エ
」
は
独
自
の
音
を
持
ち
、
ア
行
の
「
エ
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
可
能

性
を
説
い
た
（『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
』1941

年
、
岩
波
書
店
）。

＊
を
付
し
た
「
部
」
は
、「
阝
」
の
く
ず
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

「
辺
・
皿
」
の
く
ず
し
と
い
う
説
も
あ
る
。『
金こ

ん

光こ
う

明み
ょ
う

最さ
い

勝し
ょ
う

王お
う

経き
ょ
う

音お
ん

義ぎ

』（
承
暦

三1079

年
書
写
。「
発
展
二
」
参
照
）
を
見
る
と
、「
反
」
と
い
う
字
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
、「
片
仮
名
」
の
成
立

片
仮
名
は
、
漢
字
の
一
部
分
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
順
に
示
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
ど
の
部
分
を
取
っ
た
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

阿　

伊　

宇　

江　

於　
　

加　

幾　

久　

介　

己　
　

散　

之　

須　

世　

曽　
　

多　

千　

洲　

天　

止　
　

奈　

二　

奴　

祢　

乃　
　

八　

比　

不　

部　

保

万　

三　

牟　

女　

毛　
　

也　

●　

由　

            

●　              

与

良　

利　

流　

礼　

呂　
　

和　

井　

●　

恵　

乎

な
お
、「
ケ
」
は
「
个
」、「
ヘ
」
は
「
辺
・
皿
」、「
マ
」
は
「
末
」、「
ヱ
」
は

「
慧
」、「
ヰ
」
は
「
韋
」
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
な
お
、
●
は
、
平
仮
名
同

様
、
文
献
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
漢
字
が
も
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
も
と
の
漢
字
の
形
が
わ
か
る
よ
う
な
字
形
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
く
と
よ
い
。

三
、
平
安
時
代
と
現
代
の
発
音

同
じ
仮
名
で
も
平
安
時
代
と
現
代
で
は
発
音
が
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
ハ
行
の
子
音
は

［p］
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
上う

え

田だ

万か
ず

年と
し

「
p
音
考
」
→
「
発

展
三
」
参
照
）
が
、
た
と
え
ば
、「
は
は
」
を
そ
の
当
時
の
発
音
に
従
っ
て
「
ぱ
ぱ
」

と
読
む
と
、
現
代
人
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
現
代
語
と
ほ
ぼ
同
じ
発
音
に
な
っ
た
一
八
世
紀
中
ご
ろ
の
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

な
ど
の

国
学
者
が
読
ん
で
い
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
発
音
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
松

坂
の
人
で
あ
る
宣
長
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
関
西
よ
り
の
方
言
な
の
で
、
標
準
的

な
東
京
の
言
葉
と
は
異
な
る
所
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
動
詞
「
買
ふ
」
は
、
次
の

四
節
の
ル
ー
ル
か
ら
す
る
と
、「
こ
う
（
こ
ー
）」
と
読
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
般
に
は
「
か
う
」
と
言
う
方
が
わ
か
り
や

す
い
の
で
、
そ
れ
で
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

四
、
読
み
方
の
変
遷
・
ル
ー
ル

読
み
方
の
変
遷
・
ル
ー
ル
を
紹
介
す
る
。

①	

ワ
行
の
「
ゐ
・
ゑ
・
を
」
は
、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
、
ア

行
の
「
い
・
え
・
お
」
と
同
じ
発
音
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、「
え
・
お
」
の

発
音
は
、
そ
れ
ぞ
れ 

［je］ 

［wo］ 

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に

な
っ
て
現
代
語
の
発
音 

［e］ 

［o］ 

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

②	

母
音
が
「
う
」
に
続
く
場
合
は
次
の
よ
う
に
読
む
。	

 

あ
う	

→	

お
う
（
お
ー
）　
　

い
う	

→	

ゆ
う
（
ゆ
ー
）　
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え
う	

→	

よ
う
（
よ
ー
）　
　

お
う	

→	

お
う
（
お
ー
）

右
の
（　

）
内
が
実
際
の
読
み
方
で
、
そ
れ
を
現
代
仮
名
遣
い
に
し
た
も
の
が

そ
の
上
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ワ
行
「
ゐ
・
ゑ
・
を
」
に
「
う
」
が
続

く
「
ゐ
う
・
ゑ
う
・
を
う
」
も
「
ゆ
う
・
よ
う
・
お
う
」
と
な
る
。

③	

語
中
語
尾
の
ハ
行
音
は
、
ワ
行
音
で
読
む
。
こ
れ
を
ハ
行
転
呼
と
呼
ぶ
。

こ
の
現
象
は
、
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
（「
発
展
三
」
参
照
）。

例
：
い
は 

→ 

い
わ
（
岩
）　　

か
ひ 

→ 

か
ゐ 

→
（
①
に
よ
っ
て
）
か
い
（
甲
斐
）

ぬ
ふ 

→ 

ぬ
う
（
縫
）　　

い
へ 

→ 

い
ゑ
→
（
①
に
よ
っ
て
）
い
え
（
家
）

か
ほ 

→ 

か
を 

→
（
①
に
よ
っ
て
）
か
お
（
顔
）

二
つ
の
語
が
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
る
語
（
こ
れ
を
複
合
語
と
言
う
）
で
は
、
そ
の

後
の
語
の
先
頭
の
ハ
行
音
は
、
そ
の
ま
ま
ハ
行
音
で
読
む
。
た
と
え
ば
、「
は
つ

は
る
（
初
春
）」
は
「
は
つ
わ
る
」
で
は
な
く
、「
は
つ
は
る
」、「
あ
さ
ひ
」
は
「
あ

さ
い
」
で
は
な
く
「
あ
さ
ひ
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
例
外
が
あ
る
。「
あ
ふ
ひ
」
は
「
あ
お
い
（
葵
）」
と
読
み
、「
お

う
い
」
と
は
な
ら
な
い
。「
た
ふ
る
（
倒
る
）」
も
「
た
お
る
」
と
読
み
、「
と
う
る
」

と
は
読
ま
な
い
、
な
ど
で
あ
る
。

	

発
展
一	

文
字
の
獲
得

日
本
人
は
も
と
も
と
文
字
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
中
国
か
ら

入
っ
て
き
た
漢
字
を
、
日
本
語
の
音
（
音
節
）
を
表
す
た
め
の
記
号
と
し
て
用
い
る

よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、「
山や

ま

」
を
「
耶
麻
」、「
八
間
」
な
ど
と
表
記
し
た
。
前

者
が
、
漢
字
の
音
を
利
用
し
た
も
の
で
、
後
者
が
、
漢
字
の
訓
を
利
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
漢
字
の
意
味
は
関
係
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
最
初
は
、
右
の
よ
う
に

一
音
節
に
一
字
を
あ
て
た
と
思
わ
れ
る
。
一
字
で
一
音
を
表
す
と
決
め
て
お
け
ば
、

大
き
な
誤
解
も
な
く
、
意
味
が
伝
わ
る
こ
と
に
な
る
。『
古
事
記
』
に
は
こ
の
よ
う

な
も
の
が
多
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
、
文
全
体
を
平
仮
名
で
書
き
表
す
よ
う
な
も
の
で
、

平
仮
名
だ
け
の
文
章
は
本
当
に
読
み
に
く
い
し
、
書
く
方
も
手
間
が
か
か
る
。
そ
こ

で
、
一
字
で
二
音
節
以
上
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
り
、
漢
字
本
来
の
用
法
（
音
の
他

に
意
味
を
も
表
す
）
も
織
り
交
ぜ
て
書
き
表
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、

「
な
つ
か
し
」
を
「
夏
樫
」、「
思
ひ
つ
る
か
も
」
を
「
念
鶴
鴨
」
と
表
し
た
り
、「
や

ま
」
を
「
山
」
の
よ
う
に
表
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
憎
く
」
を
「
二
八 

十
一
」（
九
×
九
＝
八
十
一
だ
か
ら
、
八
十
一
の
部
分
を
「
く
く
」
と
読
ま
せ
る
）、「
出

づ
」
を
「
山
上
復
有
山
」（「
山
」+

「
山
」
＝
「
出
」）
の
よ
う
に
、
ふ
ざ
け
て
書
い

た
と
思
い
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
も
含
め
て
、
最
も
多

彩
な
表
記
法
を
持
つ
『
万
葉
集
』
か
ら
名
を
取
っ
て
、
仮
名
と
し
て
漢
字
を
用
い
る

も
の
を
「
万
葉
仮
名
」
と
呼
ぶ
。

と
こ
ろ
で
、
漢
字
は
、
画
数
の
多
い
も
の
も
あ
り
、
一
画
ず
つ
丁
寧
に
表
記
す
る

と
手
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
日
本
人
は
こ
れ
を
、
草
体
（
く
ず
し
書
き
）
と
連
綿

体
（
続
け
書
き
）
と
に
よ
っ
て
、
簡
略
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
わ
か
り
や
す
く
、

よ
く
使
わ
れ
る
も
の
が
固
定
化
し
て
い
く
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
も
と
の
漢
字
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第
五
講

第
四
講

第
三
講

第
二
講

第
一
講

5

五
十
音
図
と
い
ろ
は
歌
・
仮
名
遣
い
と
読
み
方

が
わ
か
ら
な
く
て
も
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
漢
字
か
ら
独
立
し

て
表
音
文
字
と
な
っ
た
も
の
が
「
仮
名
（
平
仮
名
）」
で
あ
る
。
和
歌
や
女
性
の
私
的

文
章
に
用
い
ら
れ
た
。

一
方
ま
た
、
漢
文
・
漢
詩
を
読
む
際
に
は
、
レ
点
の
よ
う
な
訓
点
の
他
に
、
ふ
り

仮
名
・
送
り
仮
名
・
助
詞
・
助
動
詞
な
ど
を
書
き
添
え
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
そ

の
時
に
、
漢
字
を
万
葉
仮
名
と
し
て
用
い
る
と
ど
れ
が
本
文
か
わ
か
ら
な
く
な
る
し
、

連
綿
体
を
本
文
の
横
に
書
い
た
の
で
は
見
づ
ら
く
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
漢
字
の
一
部
分
を
取
り
出
し
て
、
仮
名
と
し
て
用
い
た
の
が
片
仮
名
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
片
仮
名
は
、
漢
文
を
読
む
よ
う
な
男
性
や
僧
侶
・
学
者
が
主
に
用
い
た
。

ち
な
み
に
、
片
仮
名
以
前
は
、
漢
字
の
一
部
分
に
「
・
」
の
よ
う
な
点
を
打
ち
、

漢
字
の
ど
こ
に
そ
の
点
が
打
っ
て
あ
っ
た
ら
何
と
読
む
か
を
決
め
て
用
い
て
い
た
。

こ
れ
を
「
ヲ
コ
ト
点
」
と
言
う
。
片
仮
名
か
ら
比
べ
る
と
遥
か
に
不
便
で
あ
る
こ
と

は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

平
仮
名
も
片
仮
名
も
、
一
つ
の
音
節
に
対
し
て
複
数
の
文
字
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

中
で
現
在
私
た
ち
が
用
い
て
い
る
も
の
は
、
明
治
三
三
（1900

）
年
の
「
小
学
校
令

施
行
規
則
」
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
仮
名
を
、
変
体
仮

名
と
呼
ん
で
い
る
。

参
考　

小
林
芳
規
『
図
説
日
本
の
漢
字
』1998

年
、
大
修
館
書
店
刊

	

発
展
二	

五
十
音
図
と
い
ろ
は
歌

五
十
音
図
は
、
古
く
は
「
五ご

音い
ん

」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
経
典
の
悉し

っ

曇た
ん

（
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
）
研
究
の
た
め
と
か
、
漢
字
音
の
反は

ん

切せ
つ

を
理
解
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。「
反
切
」
と
い
う
の
は
、
漢
字
の
発
音
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
あ

る
漢
字
の
発
音
は
、
二
つ
の
漢
字
を
並
べ
て
、
最
初
の
漢
字
の
子
音
と
後
の
漢
字
の

母
音
（
最
初
の
子
音
よ
り
後
）
の
部
分
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
な
る
（
例
：
天
泰

竪
反
〔「
天て

ん

は
泰た

い

竪け
ん

の
反は

ん

」
と
読
み
、tai

・ken

のt

とen

を
取
っ
てten

と
い
う
読
み
を

表
す
〕）。
現
存
最
古
の
五
音
は
、『
金こ

ん

光こ
う

明
み
ょ
う

最さ
い

勝
し
ょ
う

王お
う

経
き
ょ
う

音お
ん

義ぎ

』（
承
暦
三1079

年

書
写
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
以
前
に
は
『
孔く

雀
じ
ゃ
く

経
き
ょ
う

音お
ん

義ぎ

』（
醍
醐
寺
蔵
、

1004

～1028

頃
成
）
に
見
ら
れ
る
が
、
全
部
の
行
が
揃
っ
て
い
な
い
の
で
『
金
光

明
最
勝
王
経
音
義
』（「
音
義
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
お
経
な
ど
の
読
み
方
を
示
す
も
の
）

を
最
古
と
す
る
。

い
ろ
は
歌
は
、
同
じ
文
字
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
、『
涅ね

槃は
ん

経
き
ょ
う

』
の
偈げ

「
諸
行
無

常　

是
生
滅
法　

生
滅
々
已　

寂
滅
為
楽
」
に
基
づ
い
て
仏
教
思
想
を
詠
ん
だ
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
い
ろ
は
歌
も
四
七
文
字
で
あ
る
。
現
在
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
同

じ
で
あ
る
。
誰
が
作
成
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
存
最
古
の
い
ろ
は
歌
も
、

『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
に
万
葉
仮
名
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
古
辞
書
の
見

出
し
語
も
い
ろ
は
順
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
平
安
時
代
一
〇
世
紀
前
半
ま
で
は
、
ヤ
行
の
エ
段
は
、
ア
行
の
エ
段

の
発
音
と
は
別
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、『

源
み
な
も
と
の

順
し
た
ご
う

集
し
ゅ
う

』（
天
暦
四950

年
前
後
成
）
に
あ
る
四
八
首
の
和
歌
に
よ
る
。
こ
の
和
歌
は
、
あ
る
文
字
か
ら
始
め

る
と
、
最
後
が
同
じ
文
字
に
な
っ
て
い
る
（
沓く

つ

冠
こ
う
ぶ
り

と
言
う
）
も
の
で
あ
り
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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あ
ら
さ
じ
と　

う
ち
か
へ
す
ら
し　

を
や
ま
だ
の　
　

　

苗
代
水
に　

ぬ
れ
て
作
る
あ 

（
最
後
の
「
あ
」
は
畔
の
意
か
）

め
も
遥
は
る
に　

雪
間
も
青
く　

な
り
に
け
り

　

今
こ
そ
野
辺
に　

若
菜
摘
み
て
め

つ
く
ば
山　

咲
け
る
桜
の　

匂
ひ
な
ば　

　

入
り
て
折
ら
ね
ど　

よ
そ
な
が
ら
見
つ

ち
ぐ
さ
に
も　

ほ
こ
ろ
ぶ
花
の　

繁
き
か
な　

　

い
づ
ら
青
柳　

縫
ひ
し
糸
す
ぢ

《
中
略
》

＊
え
も
言
は
で　

恋
ひ
の
み
ま
さ
る　

我
が
身
か
な　

　

い
つ
と
や
岩
に　

生
お
ふ
る
松
が
枝え

の
こ
り
な
く　

落
つ
る
涙
は　

つ
ゆ
け
き
を　

　

い
づ
ら
結
び
し　

草
む
ら
の
し
の

＊
え
も
堰せ

か
ぬ　

涙
の
川
の　

は
て
は
て
や　

　

し
ひ
て
恋
し
き　

山
は
筑
波
え

 

（
最
後
の
「
え
」
は
格
助
詞
「
ヨ
リ
・
カ
ラ
」
の
意
か
）

を
ぐ
ら
山　

お
ぼ
つ
か
な
く
も　

あ
ひ
見
ぬ
か　

　

鳴
く
鹿
ば
か
り　

恋
ひ
し
き
も
の
を

な
き
た
む
る　

涙
は
袖
に　

満
つ
し
ほ
の　

　

ひ
る
間
に
だ
に
も　

あ
ひ
見
て
し
が
な

れ
ふ
し
に
も　

あ
ら
ぬ
我
こ
そ　

遭
ふ
こ
と
を　

　

と
も
し
の
松
の　

燃
え
焦
が
れ
ぬ
れ

ゐ
て
も
恋
ひ　

臥
し
て
も
恋
ふ
る　

か
ひ
も
な
く　

　

か
げ
あ
さ
ま
し
く　

見
ゆ
る
山
の
ゐ

て
る
月
も　

漏
る
る
板
間
の　

あ
は
ぬ
夜
は　

　

濡
れ
こ
そ
ま
さ
れ　

か
へ
す
衣
手で

＊
を
付
し
た
二
首
が
問
題
で
あ
る
。「
え
」
が
重
複
し
て
い
る
の
を
確
認
し
て
ほ

し
い
。
単
な
る
ミ
ス
で
あ
ろ
う
か
。
場
所
が
離
れ
て
い
る
の
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
二

つ
後
に
同
じ
文
字
を
置
く
と
い
う
の
は
、
意
図
的
な
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
が
、
何
ら
か
の
音
韻
現
象
を
表
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

「
え
」
の
一
つ
を
ヤ
行
の
「
え
」
と
し
、
ア
行
と
ヤ
行
の
「
エ
」
の
異
な
る
発
音
の

名
残
と
す
る
の
が
、「
講
義
一
」
一
節
の
池い

け

田だ

亀き

鑑か
ん

の
解
釈
な
ど
か
ら
し
て
も
妥
当

だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

参
考

亀
井
孝
・
大
藤
時
彦
・
山
田
俊
雄
編
『
日
本
語
の
歴
史
２
』2007

年
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

小
松
英
雄
『
い
ろ
は
う
た
―
日
本
語
史
へ
の
い
ざ
な
い
―
』2009

年
、
講
談
社
学
術
文
庫

馬
渕
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
』1993

年
、
大
修
館
書
店
刊　

	

発
展
三	

ハ
行
転
呼

上
代
の
ハ
行
の
子
音
は
、

［p］
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
平
安
時
代
に

な
る
と
、

［ɸ］
（
フ
ァ
・
フ
ィ
・
フ
・
フ
ェ
・
フ
ォ
の
よ
う
な
発
音
）
に
な
る
。
破
裂
音
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第
五
講

第
四
講

第
三
講

第
二
講

第
一
講

7

五
十
音
図
と
い
ろ
は
歌
・
仮
名
遣
い
と
読
み
方

［p］
が
、
破
裂
を
や
め
て
両
唇
摩
擦
音
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

［ɸ］
を
語

中
・
語
尾
で
発
音
し
よ
う
と
す
る
と
、
か
な
り
手
間
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で

［ɸ］
を

［w］
の
よ
う
に
し
て
唇
の
摩
擦
を
軽
減
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
ハ
行
転

呼
と
呼
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
語
中
・
語
尾
の
ハ
行
音
は
、
ワ
行
音
で
読
む
こ
と
に
な

る
。
さ
ら
に
、
ワ
行
の
イ
段
音
、
エ
段
音
、
オ
段
音
が
、
ア
行
の
そ
れ
ぞ
れ
の
音
と

同
じ
に
な
っ
た
た
め
に
、「
は
」
を
除
い
て
、
ア
行
と
同
じ
に
な
る
。

な
お
、
京
都
で
は
、
語
頭
の

［ɸ］
音
は
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
続
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
柄
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・「
母
に
は
二
度
会
ひ
て
父
に
は
一
度
も
会
は
ず
」
と
い
う
謎
立
て
の
答
え
が

「
唇

く
ち
び
る

」
と
な
っ
て
い
る
。 

（
後ご

奈な

良ら

院い
ん

御ぎ
ょ

撰せ
ん

『
何な

曾ぞ

』
永
正
一
三1516

成
）

・
室
町
時
代
末
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
は
、「Fato 

（
鳩
）・Fito

（
人
）」
の
よ

う
に
、
ハ
行
を
表
す
の
に
「
F
」
と
い
う
文
字
を
あ
て
て
い
る
。

　
　
＊ 

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
い
う
の
は
、
16
世
紀
後
半
に
渡
来
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
主
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
）
が
、
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
に
、
日
本
語
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
式
ロ
ー
マ
字
で
表
記
し
た
り
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
解
説
し
た
り
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

・
ハ
行
の
発
音
を
、「
ふ4

を
母
字
に
置
い
て
一
音
に
唱
ふ
事
な
り
」
と
し
て
、「
フ

ハ
・
フ
ヒ
・
フ
ヘ
・
フ
ホ
」
と
発
音
す
る
よ
う
に
と
い
う
記
述
が
あ
る
。 

 

 

（
三み

浦う
ら

庚つ
ぐ

康や
す

『
音お

ん

曲
ぎ
ょ
く

玉
ぎ
ょ
く

淵え
ん

集
し
ゅ
う

』
享
保
一
二1727

刊
）

最
後
の
謡
曲
の
謡
い
方
を
示
し
た
『
音
曲
玉
淵
集
』
は
、
江
戸
で
刊
行
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
注
を
施
す
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
享
保
頃
の
江
戸
で

は
、
現
代
語
の
よ
う
な
ハ
行
音
に
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

参
考　

上
田
万
年
「
p
音
考
」『
日
本
語
の
起
源
と
歴
史
を
探
る
』1994

年
、新
人
物
往
来
社
に
再
録

	

発
展
四	

母
音
の
連
続
に
よ
る
長
音
化

漢
字
音
の
中
に
は
、「
や
う
（
様
）・
え
う
（
要
）」
な
ど
の
よ
う
な
母
音
の
連
続
が

あ
っ
た
が
、
日
本
語
（
＝
倭
語
）
に
は
も
と
も
と
、
母
音
が
連
続
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ハ
行
転
呼
と
い
う
現
象
が
起
き
る
と
、

「
い
へ
」
→
（「
い
ゑ
」
→
）「
い
え
」
の
よ
う
に
、
母
音
が
連
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
は
そ
の
ま
ま
二
つ
の
母
音
を
一
つ
ず
つ
発
音
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中

で
、
母
音
の
下
に
「
ウ
」
の
付
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
長
音
に
す
る
こ
と
が
行
わ

れ
た
。「
ア
ウ
・
オ
ウ
・
エ
ウ
」
は
オ
段
の
長
音
に
、「
イ
ウ
」
は
ウ
段
長
音
に
な
る
。

た
と
え
ば
、「
や
う
・
よ
う
・
え
う
」
は
「
ヨ
ー
」
と
な
る
。

オ
段
長
音
に
つ
い
て
は
、「
ア
ウ
」
は
口
を
開
き
気
味
の
「
ア
ー
」
に
近
い

「
オ
ー
」
で
、「
ヨ
ウ
」
と
「
エ
ウ
」
は
口
を
閉
じ
気
味
の
「
オ
ー
」
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
、
同
じ
「
オ
ー
」
で
あ
っ
て
も
、

「
ア
ウ
」
か
ら
変
化
し
た
も
の
は
「
ǒ
」、「
ヨ
ウ
・
エ
ウ
」
を
表
す
場
合
は
「
ô
」

の
よ
う
に
別
表
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。「
ウ
」
の

前
に
母
音
「
ア
」
が
あ
っ
て
「
オ
ー
」
と
な
る
も
の
を
「
開
音
」、「
ウ
」
の
前
に
母

音
「
ア
」
以
外
の
母
音
が
あ
っ
て
「
オ
ー
」
と
な
る
も
の
を
「
合
音
」
と
言
う
。
オ

段
長
音
の
「
開
合
」
と
い
う
と
こ
の
別
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
ハ
行
転
呼
が
起
き
る
と
ど
う
な
る
か
。
た
と
え
ば
、「
岩
」
は
、「
い

は
」
と
表
記
し
て
い
た
の
だ
が
、
ハ
行
転
呼
が
起
き
る
と
、
発
音
ど
お
り
「
い
わ
」
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と
も
表
記
す
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
岩
」
は
、「
い
は
」
で
も
「
い
わ
」
で
も

よ
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
表
記
は
、
も
と
の
表
記

を
わ
か
ら
な
く
し
て
し
ま
う
。
鎌
倉
時
代
に
は
表
記
が
か
な
り
乱
れ
て
い
た
よ
う
で
、

藤
原
定
家
（
応
保
二1162

～
仁
治
二1241

）
は
『
下げ

官か
ん

集
し
ゅ
う

』
で
、
平
安
時
代
の
仮

名
文
書
に
基
づ
い
て
仮
名
遣
い
を
定
め
た
。
そ
れ
を
大
幅
に
増
補
し
た
の
が
、
行

ぎ
ょ
う

阿あ

に
よ
る
『
仮か

名な

文も

字じ

遣
づ
か
い

』（
貞
治
二1363

年
以
後
成
立
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ま

と
め
て
「
定
家
仮
名
遣
い
」
と
呼
ん
で
い
る
。
中
世
以
降
、
和
歌
・
連
歌
な
ど
で
広

く
重
用
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
仮
名
遣
い
の
大
き
な
欠
点
は
、
平
安
時
代
の
文
書
の

中
で
も
、
仮
名
遣
い
が
乱
れ
て
し
ま
っ
た
頃
の
資
料
を
用
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
正
し
い
仮
名
遣
い
と
は
言
え
な
い
も
の
が
多
く
混
ざ
っ
て
い
た
。

江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
こ
れ
を
糺た

だ

し
た
の
が
契け

い

沖
ち
ゅ
う

（
寛
永
一
七1640

～
元
禄

一
四1701

）
の
『
和わ

字じ

正
し
ょ
う

鑑ら
ん

鈔
し
ょ
う

』（
元
禄
八1695

年
刊
）
で
あ
る
。
ハ
行
転
呼
以

前
の
古
い
資
料
を
用
い
て
仮
名
遣
い
を
定
め
た
。
こ
れ
を
楫か

取
ど
り
の

魚な

彦び
こ

が
『
古こ

言げ
ん

梯て
い

』

（
明
和
二1765

年
刊
）
で
補
訂
し
た
。
こ
の
仮
名
遣
い
が
、
後
に
「
歴
史
的
仮
名
遣

い
」
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
れ
も
、
ア
行
の
「
お
」
と
ワ
行

の
「
を
」
の
位
置
が
逆
（
す
な
わ
ち
、
ア
行
が
「
を
」
で
、
ワ
行
が
「
お
」）
で
あ
っ
た
。

本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

は
『
字じ

音お
ん

仮か

字な

用づ
か
い格

』（
安
永
五1776

年
刊
）
で
訂
正
す
る
が
、
普
及
し

な
か
っ
た
。
現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
直
し
た
上
で
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
し
て
用

い
て
い
る
。




